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成
箇
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他
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て

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

昨
今
、
高
等
学
校
で
は
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
移
行
が
進
み
、
私
の
勤
務
校

に
お
い
て
も
令
和
六
年
度
よ
り
新
科
目
で
あ
る
日
本
史
探
究
が
導
入
さ
れ
る
。

導
入
準
備
と
し
て
各
教
科
書
会
社
の
日
本
史
探
究
の
教
科
書
を
見
比
べ
る
中

で
、
自
分
自
身
の
興
味
本
位
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
私
が
最
も
注
目
し
た
の
は
、

年
貢
関
連
の
記
述
で
あ
る
。
各
教
科
書
で
難
易
度
の
差
は
あ
る
が
、本
途
物
成
、

小
物
成
、
高
掛
物
と
い
っ
た
年
貢
の
種
類
や
、
負
担
者
と
し
て
の
本
百
姓
、
年

貢
上
納
を
含
む
村
政
を
取
り
仕
切
る
村
方
三
役
な
ど
、
農
民
や
農
村
に
つ
い
て

の
一
般
的
な
知
識
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
年
貢
を
何
で
納
め
る
か

に
つ
い
て
は
、
ど
の
教
科
書
で
も
あ
ま
り
詳
細
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
一

番
詳
し
い
と
思
わ
れ
る
教
科
書
で
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
「
百
姓
は
領
主
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
を
課
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
は
田
畑
や

屋
敷
地
に
か
か
る
本
年
貢
（
本
途
物
成
）
で
、
米
納
が
原
則
で
あ
っ
た
が
、
一

部
貨
幣
納
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
ほ
か
高
掛
物
と
い
わ

れ
る
付
加
税
、
山
野
河
海
の
利
用
や
副
業
に
対
し
て
か
か
る
小
物
成
、
労
役
を

提
供
す
る
夫
役
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
１
）」。

　

米
納
・
貨
幣
納
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
地
域
差
も
あ
る
こ
と
な
の
で
、
高
校

の
教
科
書
で
こ
れ
以
上
詳
し
く
記
述
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
幕

領
の
ケ
ー
ス
だ
が
、
田
方
は
米
納
、
畑
方
は
金
納
を
原
則
と
し
な
が
ら
、
実
際

に
は
田
方
も
大
部
分
が
金
納
で
あ
っ
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る（

２
）。

福
井
藩
に

つ
い
て
は
、
年
貢
関
連
の
基
礎
資
料
で
あ
る
鈴
木
準
道
の
『
福
井
藩
役
々
勤
務

雑
誌
』
内
の
「
御
収
納
之
次
第
書
」
に
、
米
納
・
銀
納
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い
る（

３
）。

　
「
但
、
米
ハ
明
里
・
三
国
・
松
岡
・
廣
瀬
等
之
御
蔵
江
最
寄
次
第
ニ
相
納
、

御
蔵
所
役
人
之
受
取
書
を
庄
屋
方
へ
相
納
申
候
、
又
遠
方
ニ
而
、
現
米
持
運
ニ

致
難
儀
候
村
方
ハ
、
手
寄
之
処
ニ
而
米
を
売
リ
、
又
ハ
山
家
抔
ハ
薪
の
類
、
浦

方
ハ
猟
之
肴
、
或
ハ
畑
物
、
又
ハ
手
励
之
品
等
を
売
払
、
米
之
代
リ
ニ
右
銀
子

福
井
藩
成
箇
帳
に
み
る
米
納
・
銀
納
・
そ
の
他
に
つ
い
て
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を
庄
屋
へ
相
納
申
候
、
是
を
銀
納
と
申
候
、」

　

米
（
本
途
物
成
）
は
、
明
里
や
三
国
と
い
っ
た
藩
蔵
へ
納
め
る
こ
と
が
基
本

だ
が
、
藩
蔵
が
遠
方
で
米
の
持
ち
運
び
に
困
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
米
を
売
り
、

代
り
に
銀
で
納
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
山
村
の
薪
や
漁
村
の
産

物
に
か
け
ら
れ
た
年
貢
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
庄
屋
を
通
じ
て
銀
で
納
め
る
こ

と
が
許
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
米
を
売
却
す
る
「
手
寄
之
処
」

が
具
体
的
に
ど
こ
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
米
を
売
却
し

て
、
銀
で
納
め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
年
貢
を
延
滞
し

て
年
ま
た
ぎ
で
納
め
る
売
付
の
場
合
も
銀
納
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ

れ
て
い
る（

４
）。

　

こ
れ
ら
を
論
拠
と
し
て
県
史
や
福
井
市
史
に
お
い
て
年
貢
を
納
め
る
際
に
米

納
と
銀
納
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
れ
ら

の
比
率
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
代
人
の
感

覚
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
納
め
る
方
も
受
け
取
る
方
も
貨
幣
で
の
や
り
と
り
の

方
が
便
利
で
あ
る
し
、
百
姓
に
と
っ
て
は
運
搬
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
。
し

か
し
、
一
方
で
米
や
現
物
（
後
述
す
る
蝋
や
塩
、
藁
、
糠
な
ど
）
は
、
武
士
に

と
っ
て
も
生
活
必
需
品
で
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
は
現
物
で
納
め
さ
せ
る
必
要

も
あ
る
。

　

年
貢
の
全
体
量
や
内
容
を
確
認
で
き
る
資
料
と
し
て
、
福
井
藩
に
は
複
数
の

成
箇
帳
が
現
存
し
て
お
り
、
既
に
翻
刻
さ
れ
福
井
市
史
に
収
録
さ
れ
て
い
る（

５
）。

　

今
回
は
、
松
平
文
庫
に
遺
さ
れ
た
福
井
藩
の
成
箇
帳
を
読
み
、
福
井
藩
の
年

貢
の
納
め
方
（
米
納
・
銀
納
・
そ
の
他
）
に
つ
い
て
の
特
徴
を
見
い
だ
し
て
み

た
い
。
な
お
、
成
箇
帳
は
時
代
に
よ
っ
て
は
、
物
成
帳
・
取
箇
帳
と
名
称
が
変

わ
る
が
、
煩
雑
な
の
で
本
稿
で
は
資
料
名
を
除
き
成
箇
帳
で
統
一
す
る
。

　

ま
ず
、
成
箇
帳
の
体
裁
に
つ
い
て
注
目
し
、
そ
の
後
、
各
成
箇
帳
の
記
載
内

容
に
つ
い
て
納
め
方
を
中
心
に
読
み
取
る
。
次
に
実
際
の
村
方
か
ら
の
年
貢
上

納
の
資
料
と
照
合
す
る
。
最
後
に
福
井
藩
で
の
年
貢
の
納
め
方
に
つ
い
て
現
状

を
整
理
し
た
上
で
一
考
を
加
え
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

　
　
　

一　

成
箇
帳
の
体
裁
に
つ
い
て

　

松
平
文
庫
に
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）、
享
保

九
年
（
一
七
二
四
）、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
二
）

の
五
冊
の
福
井
藩
の
成
箇
帳
が
残
っ
て
い
る
。
福
井
市
史
の
解
題
で
指
摘
さ
れ

る
と
お
り
、
い
ず
れ
も
写
本
で
あ
り
、
付
箋
の
な
か
に
各
年
次
の
物
成
を
比
較

し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る（

６
）。

　

こ
れ
ら
の
成
箇
帳
の
作
成
者
お
よ
び
作
成
時
期
に
つ
い
て
は
、「
御
収
納
之

次
第
書
」
内
の
「
御
代
官
方
勤
向
大
概
」
に
「
十
二
月
中
旬
、
金
米
上
納
仕

訳
、
其
年
諸
直
段
相
極
候
上
、
御
成
箇
大
積
帳
を
調
製
上
進
す
る
事（

７
）」

と
あ
り
、

一
二
月
中
旬
に
代
官
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
延
宝
四
年
の
成
箇
帳
を
例
に
、
体
裁
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
最
初
に

「
延
宝
四
辰
年
御
領
分
惣
高
帳
之
表
」
と
し
て
藩
領
の
内
訳
に
つ
い
て
記
述
さ

れ
て
い
る
。
蔵
入
高
・
給
人
高
・
寺
社
領
、
そ
し
て
こ
の
年
ま
で
の
引
高
に
つ

い
て
で
あ
る
。
そ
の
次
に
「
辰
年
給
所
物
成
米
算
用
寄
帳
」
と
し
て
給
人
知
行

に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
「
辰
年
御
所
務
方
算
用
寄
帳
」
と
し
て

蔵
入
地
の
年
貢
の
種
類
と
量
に
つ
い
て
記
載
が
な
さ
れ
、
最
後
に
総
合
計
が
記
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載
さ
れ
て
い
る（
８
）。

　

蔵
入
地
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
本
途
物
成
で
あ
る
取
米
・
口
米
に
つ
い
て
年
貢

量
が
石
高
で
示
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
実
際
に
納
め
る
物
（
多
く
は
米
か
銀
）
に
つ

い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
夫
米
や
山
手
米
・
川
役
米
な
ど
の
小
物
成
、

雪
垣
銀
や
山
手
銀
な
ど
の
高
掛
物
の
記
載
が
あ
る
。
年
貢
の
名
称
と
と
も
に
米

や
現
物
で
数
量
が
記
述
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
次
行
に
「
此
銀
〇
〇
貫
…
」

と
あ
る
場
合
は
、
銀
納
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
最
後
に
米
や
銀
ご
と
に
小

計
が
な
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず
か
だ
が
金
納
の
事
例
も
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
貨

幣
納
と
し
て
銀
納
と
あ
わ
せ
て
検
討
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
珍
し
い
事
例

で
も
あ
る
の
で
、
今
回
は
銀
納
と
分
け
て
考
察
す
る
。

　

藩
領
・
給
人
知
行
・
蔵
入
地
に
つ
い
て
の
記
述
ご
と
に
、
末
尾
に
日
付
入
り

で
奉
行
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る（

９
）。
延
宝
四
年
の
成
箇
帳
の
場
合
は
、日
付
は「
延

宝
七
年
未
二
月
…
」
と
な
っ
て
い
る
。
延
宝
四
年
一
二
月
に
作
成
し
た
と
す
る

と
、
二
年
あ
ま
り
経
過
し
た
日
付
と
な
っ
て
お
り
、
作
成
（
開
始
）
か
ら
、
奉

行
の
署
名
ま
で
の
期
間
の
解
釈
に
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
村
に
よ
っ
て
は
年
貢

の
皆
済
が
一
年
以
上
の
長
期
間
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
そ

の
年
の
一
二
月
に
代
官
か
ら
奉
行
に
提
出
さ
れ
（
あ
る
い
は
奉
行
に
よ
り
作
成

さ
れ
始
め
）、
村
方
か
ら
の
年
貢
上
納
が
終
わ
り
、
奉
行
が
最
終
的
な
確
認
を

行
う
ま
で
の
時
間
と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
成
箇
帳
は
年
貢
関
連
の
資
料
と

し
て
典
拠
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
年
貢
徴
収
の
計
画
段
階
の
も
の
か
徴
収
完

了
時
点
の
も
の
か
は
、
い
ま
だ
に
不
透
明
で
あ
る
。

　

さ
て
、
各
年
代
の
成
箇
帳
を
米
納
・
銀
納
・
そ
の
他
に
ま
と
め
た
の
が
表
１

～
５
で
あ
る
。
福
井
藩
に
お
い
て
は
複
数
の
升
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
米
納
に
お
け
る
石
高
の
表
記
は
、
納
升
を
基
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
項
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

二　

成
箇
帳
に
お
け
る
米
納
・
銀
納
・
そ
の
他
の
表
記
に
つ
い
て

（
一
）
延
宝
四
年
領
分
成
箇
帳
（
表
１
）

　

延
宝
四
年
の
蔵
入
高
は
、
一
七
万
六
九
七
二
石
余
り
で
あ
る
。
蔵
入
地
に
関

す
る
諸
年
貢
を
、
米
納
・
銀
納
・
そ
の
他
（
金
納
・
現
物
納
）
に
ま
と
め
た
。

米
納
・
銀
納
に
つ
い
て
は
合
計
し
た
数
値
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

数
量
を
合
わ
せ
て
記
載
し
た
。
取
米
と
口
米
を
合
わ
せ
た
量
は
七
万
一
五
三
九

石
余
り
で
、
そ
の
う
ち
米
で
納
め
る
の
は
二
万
七
五
九
一
石
余
り
（
約

三
九
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
（
約
六
一
％
）
に
つ
い
て
は
売
立
銀
で
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、銀
に
換
算
し
た
記
述
が
あ
る（
銀
二
九
二
〇
貫
余
り
）。

　

夫
米
（
七
八
四
三
石
余
り
）
に
つ
い
て
は
米
納
で
あ
る
。
そ
の
後
は
細
々
と

し
た
記
述
が
続
く
が
、
お
お
よ
そ
小
物
成
は
米
納
、
高
掛
物
は
銀
納
と
い
う
解

釈
が
で
き
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
わ
ず
か
だ
が
金
納
の
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ

る
。
豆
腐
役
（
小
判
一
五
両
）、
三
本
木
村
小
物
成
金
（
判
金
一
枚
）、
金
山
運

上
（
小
判
一
両
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
豆
腐
役
に
つ
い
て
は
、
銀
六
一
八
匁
と
あ

わ
せ
た
負
担
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
享
保
九
年
の
成
箇
帳
ま
で
同
様
の
記
述
が

あ
る（

（（
（

。
数
量
か
ら
言
っ
て
も
儀
礼
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
銀
遣
い
の
社

会
で
あ
る
福
井
藩
に
あ
っ
て
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
現
物
の
負
担
も
様
々
な

も
の
（
塩
、
萱
、
萩
、
鮭
、
油
、
糠
、
藁
な
ど
）
が
数
量
と
と
も
に
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
次
行
に
は
銀
換
算
の
数
値
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
銀
で
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の
納
付
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

蔵
入
地
の
年
貢
に
つ
い
て
、
小
計
を
確
認
す
る
と
、
米
に
つ
い
て
は

四
万
七
〇
三
五
石
余
り
、銀
に
つ
い
て
は
銀
三
二
六
四
貫
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
点
で
は
本
途
物
成
に
つ
い
て
は
米
納
と
銀
納
、夫
米
と
小
物
成
は
米
納
、

高
掛
物
は
銀
納
と
い
う
お
お
ま
か
な
理
解
が
で
き
る
。

（
二
）
宝
永
元
年
領
分
物
成
帳
（
表
２
）

　

ま
ず
、
藩
領
お
よ
び
給
人
知
行
・
蔵
入
地
の
石
高
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
今

回
の
主
テ
ー
マ
で
は
な
い
の
で
簡
単
に
触
れ
る
に
留
め
る
が
、
藩
領
が
半
減
と

な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
貞
享
の
半
知
以
後
で
あ
る
た
め
、
藩
領
お
よ
び
給
人
知
行

は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
蔵
入
地
に
つ
い
て
は
、
延
宝
四
年
に
較

べ
て
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
（
一
七
万
六
九
七
二
石
余
り
→
一
八
万
一
〇
二
一

石
余
り
）。
こ
れ
は
知
行
取
の
中
で
も
、
半
知
以
後
に
新
た
に
区
分
さ
れ
た

五
〇
石
以
下
一
〇
〇
石
以
上
の
給
人
で
あ
る
御
蔵
出
を
蔵
入
地
分
に
含
め
て
い

る
た
め
で
あ
る
。

　

取
米
・
口
米
が
米
納
分
と
銀
納
分
に
分
け
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
延
宝
四

年
と
同
じ
で
あ
る
が
、
米
納
と
銀
納
の
比
率
は
、
延
宝
四
年
と
逆
転
し
て
い
る

（
米
納
約
七
〇
％
、
銀
納
約
三
〇
％
）。
米
納
分
の
取
米
・
口
米
の
石
高
は
約

四
万
八
〇
〇
〇
石
で
あ
り
、
こ
れ
は
先
述
し
た
延
宝
四
年
に
お
け
る
取
米
・
口

米
と
夫
米
や
小
物
成
な
ど
諸
々
を
含
ん
だ
米
納
分
の
総
合
計
に
近
し
い
数
値
で

る
。
延
宝
四
年
と
宝
永
元
年
の
比
較
の
み
な
の
で
、
類
推
の
域
を
出
な
い
が
、

延
宝
期
か
ら
宝
永
期
に
つ
い
て
、
藩
が
米
と
し
て
徴
収
し
た
い
量
の
基
準
が
こ

の
石
高
（
約
四
万
八
〇
〇
〇
石
程
度
）
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
明
里
御
蔵
や
そ
の
他
の
御
蔵
の
収
載
能
力
と
も
関
連
し
て
、
今
後
注
目

し
た
い
点
で
あ
る（

（（
（

。

　

夫
米
に
つ
い
て
は
石
高
の
次
行
に
「
但
銀
取
立
」
の
一
文
が
あ
る
。
山
手
米

か
ら
郡
取
立
小
物
成
米
に
つ
い
て
も
「
右
同
断
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
銀

納
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
取
米
・
口
米
の
銀
納
分
と
、
夫
米

か
ら
郡
取
立
小
物
成
米
ま
で
の
石
高
合
計
が
記
載
さ
れ
、
そ
れ
を
俵
基
準
し
た

も
の
や
銀
に
換
算
し
た
数
値
（
一
七
六
八
貫
余
り
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
夫

米
と
い
わ
ゆ
る
小
物
成
の
年
貢
が
銀
納
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
延
宝
四
年
か
ら

の
大
き
な
変
化
で
あ
る（

（（
（

。

　

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
福
井
町
小
物
成
金
銀
と
い
う
名
称
で
豆
腐
役
・

室
役
・
紺
屋
役
・
塩
役
が
括
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
の
享
保
九
年
の
成
箇
帳

で
も
同
じ
で
あ
る
。

　

最
後
に
蔵
入
地
か
ら
の
収
納
物
の
小
計
を
確
認
す
る
と
、
米
、
銀
、
金
以
外

の
現
物
の
表
記
が
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
（
白
鳥
子
紙
・
月
成
奉
書
紙
・
蝋
燭
・

下
々
綿
・
萩
）。
こ
れ
ら
に
銀
換
算
の
記
述
は
な
い
の
で
、
少
な
く
と
も
成
箇

帳
の
作
成
段
階
で
は
藩
の
意
向
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
は
現
物
納
を
基
本
と
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
実
際
に
現
物
で
藩
に
納
め
ら
れ
た

か
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
紙
に
つ
い
て
は
元
禄
一
二
年
に
始
め
ら

れ
た
藩
の
専
売
仕
法
と
も
関
連
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
三
）
享
保
九
年
領
分
取
箇
帳
（
表
３
）

　

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
松
岡
藩
が
福
井
藩
に
吸
収
さ
れ
た
後
の
成
箇

帳
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
藩
領
お
よ
び
蔵
入
地
は
微
増
し
て
い
る
。
取
米
・

口
米
の
米
納
分
の
石
高
は
、
宝
永
元
年
と
比
較
し
て
増
加
し
て
お
り
（
約

六
万
四
〇
〇
〇
石
）、
比
率
も
若
干
増
加
し
て
い
る
（
米
納
約
七
六
％
、
銀
納
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表２　宝永元年領分物成帳帳での年貢の納め方

米納 銀納 その他（金納・現物納）
取米と口米（70％分） 取米と口米（30％分）

夫米
山手米
見取米
川役米
大網役米
定夫米
茶代米
漆役米
地子米
馬借米
舟役米
郡取立小物成米
雪垣銀
山手銀
紙船役銀
川役銀
室役銀

紺屋役銀
豆腐役銀
塩浜地子銀
地子銀
三杷木役銀
海役銀
御肴役銀
肴売役銀
漆役銀
萱野役銀
茶代銀
網役銀
炭役銀
番堂野見取銀
巳増銀
箕役銀
舟役銀
野銭銀

砥山役銀
船囲賃
轆轤運上
油実役銀
（福井町小物成金銀）　室役
（同）　紺屋役
（同）　塩役
郡取立小物成銀
（同）　川除銀
（同）　鷹餌代銀
（同）　道銀
鳥札運上銀
塩役
炭役
山手大豆
萱野役
糠
藁

砥山運上
� …小判 10 両
（福井町小物成銀）
豆腐役
� …判金 3枚
塩浜地子
� …塩 80 石 1 斗 9 升
萩役
� …萩 169 束
鳥子役
� …白鳥子紙 120 枚
奉書役
�…月成奉書紙 110 束 4 帖
蝋燭役
� …蝋燭 240 挺
夫綿
� …下々綿 1貫 299 匁

合計
47969 石 7 斗 5 升 4 合 1 勺

合計
1946 貫 678 匁 7 分 2 厘 

表１　延宝四年領分成箇帳での年貢の納め方

米納 銀納 その他（金納・現物納）

取米と口米（39％分）
夫米
定米米
木本荒子新田米
見取米
山手米
川役米
塩浜地子米
方々屋敷下シ地子米
給地ゟ上り米
萱野米
入木之代

取米と口米（61％分）
給地上り米之内銀ニ而納
山手大豆
地子稗
雪垣銀
山手銀
野銭銀
下野西堀萱野運上
川役銀
海役銀
御肴役巳増銀共
塩浜地子銀
定夫銀

土取場地子銀
渕上改出銀
豆腐役
桶屋役銀
鳥札役銀
在々家銀
餌犬銀
海舟役銀
網役銀
塩売役銀
紺屋役銀
室役銀
箕役銀

漉漆代銀
茶代銀
御屋敷下之地子代
鍛冶役銀
地子塩
萱売立
萩売立
三杷木役
入柴役
鮭川役
油役
糠
藁

三本木村小物成金
� …判金 1枚
金山運上
� …小判 1両
豆腐役
� …小判 15 両

合計
47035 石 2 斗 9 升 3 合

合計
3264 貫 628 匁 7 分 8 厘

表３　享保九年領分取箇帳での年貢の納め方

米納 銀納 その他（金納・現物納）
米と口米（76％分） 取米と口米（24％分）

夫米
山手米
見取米
定夫米
川役米
大網役
茶代米
地子米
漆役米
馬借米
船役米
郡取立小物成米
雪垣銀
山手銀
紙舟役銀
川役銀
室役銀
紺屋役銀
豆腐役銀
地子銀

塩浜地子銀
三杷木役銀
塩売役銀
海役銀
御肴役銀
肴売役銀
鋳物師役銀
吹役銀
入木代
漆役銀
茶代銀
網役銀
炭役銀
巳増銀
箕役銀
船役銀
野銭
（砥山運上）役銀
轆轤運上
油実代
水油代

木実代
新田雪垣代
（福井町小物成）　室役
（同）　紺屋役
（同）　塩役
（松岡町小物成銀）豆腐役
（同）　室役
（同）　紺屋役
郡取立小物成銀
（同）　川除銀
（同）　道銀
（同）　鷹餌代
鳥札役銀
炭役
塩役
塩浜地子
山手大豆
見取
糠
藁

砥山運上
� …小判　10 両
（福井町小物成銀）　豆腐役
� …判金　3枚
萱野役
� …萱 3030 束
鳥子役
� …白鳥子紙 130 枚
奉書役
�…月成奉書紙 119 束 6 帖
蝋燭役
� …蝋燭 260 挺　15 匁懸
夫綿
� …下々綿 1貫 299 匁

合計
64253 石 .3 斗 5 升 1 合 9 勺

合計
1568 貫 909 匁 9 分 4 厘
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六
十
九
巻
一
号

約
約
二
四
％
）。
延
宝
期
か
ら
享
保
期
に
か
け
て
米
の
徴
収
が
、
取
米
・
口
米

に
比
重
が
移
っ
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

　

そ
の
他
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
宝
永
元
年
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
化
は
み
ら
れ
な

い
。
あ
ら
た
に
松
岡
町
小
物
成
銀
と
い
う
項
目
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
現
物
納

と
し
て
萱
野
役
（
萱
三
〇
三
〇
束
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

（
四
）
文
化
七
年
領
分
成
箇
帳
・
天
保
十
二
年
領
分
成
箇
帳
（
表
４
・５
）

　

数
量
は
異
な
る
が
、
こ
の
二
つ
の
成
箇
帳
に
つ
い
て
は
、
年
貢
の
種
類
お
よ

び
納
め
方
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
成
箇
帳
と
違
い
、
取
米
・
口

米
の
米
納
分
と
銀
納
分
に
つ
い
て
は
、「
米
納
銀
納
共
」
と
記
述
さ
れ
明
確
な

区
分
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
銀
換
算
の
数
値
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
、
単
純
に

省
略
し
た
だ
け
な
の
か
、
深
い
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
、
現
状
で
は
判
別
で

き
な
い
。

　

そ
の
他
、
享
保
九
年
に
み
ら
れ
た
福
井
町
小
物
成
銀
と
松
岡
町
小
物
成
銀
と

い
う
項
目
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
糠
・
藁
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
銀

で
の
但
書
が
無
く
、
現
物
で
の
実
数
の
記
述
に
変
わ
っ
て
い
る
。

（
五
）
各
成
箇
帳
に
お
け
る
給
人
知
行
の
記
述
に
つ
い
て
（
表
６
）

　

給
人
知
行
に
つ
い
て
は
延
宝
四
年
を
除
い
て
そ
の
他
の
成
箇
帳
に
お
い
て
、

数
量
の
違
い
は
あ
っ
て
も
年
貢
の
内
容
や
、
納
め
方
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
い（

（（
（

。
給
人
全
般
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
は
、
取
米
・
口
米
・
夫
米
は

米
納
で
あ
り
、
雪
垣
代
は
銀
納
で
あ
る
。
ま
た
糠
・
藁
に
つ
い
て
は
現
物
納
で

あ
る
。

　

一
般
の
給
人
と
違
い
、
府
中
本
多
家
の
み
に
徴
収
が
許
さ
れ
た
年
貢
を
確
認

す
る
と
地
子
米
・
見
取
米
・
山
手
米
・
大
工
役
に
つ
い
て
は
米
納
、
鷹
餌
代
・

川
除
銀
・
道
作
銀
、
そ
の
他
の
小
物
成
に
つ
い
て
は
銀
納
で
あ
る
。
府
中
領
に

お
い
て
も
豆
腐
役
が
金
納
（
金
七
両
二
分
）
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

油
役
に
つ
い
て
も
現
物
（
油
八
斗
余
り
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

大
方
の
内
容
は
、
蔵
入
地
の
例
に
倣
う
も
の
で
あ
る
が
、
夫
米
に
つ
い
て
銀

換
算
の
数
値
の
但
書
が
な
い
と
い
う
違
い
も
み
ら
れ
る
。

　
　
　

三　

実
際
の
村
方
か
ら
の
年
貢
上
納
に
つ
い
て

　

次
に
村
方
か
ら
の
年
貢
上
納
の
資
料
と
照
合
し
て
み
た
い
。
俎
上
に
あ
げ
る

の
は
、
県
史
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
今
立
郡
押
田
村
で
あ
る（

（（
（

。
同
村
の
年
貢
資

料
（
納
方
一
紙
目
録
）
は
、
享
保
期
か
ら
幕
末
ま
で
残
存
し
て
い
る
。
年
貢
の

数
値
に
つ
い
て
は
多
少
の
増
減
が
見
ら
れ
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

変
化
が
な
い
。今
回
は
、享
保
二
〇
年（
一
七
三
五
）と
文
化
一
四
年（
一
八
一
七
）

に
注
目
す
る（

（（
（

。
享
保
二
〇
年
と
文
化
一
四
年
の
年
貢
上
納
の
様
子
を
、
年
貢
の

種
類
と
数
量
、
実
際
に
上
納
さ
れ
た
物
と
数
量
、
但
書
な
ど
に
ま
と
め
た
（
表

７
・
８
）。

　

年
貢
の
種
類
や
納
め
方
に
つ
い
て
両
者
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
取
米
・
口

米
に
つ
い
て
は
、享
保
二
〇
年
も
文
化
一
四
年
も
年
内
に
納
め
き
れ
て
い
な
い
。

延
滞
し
た
分
に
つ
い
て
、
享
保
二
〇
年
は
奉
公
人
米
分
が
米
納
、
売
付
分
が
銀

納
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
一
四
年
は
御
延
米
分
が
米
納
と
な
っ
て
い
る
。
年
貢

を
延
滞
し
た
場
合
で
も
、
米
納
・
銀
納
の
ど
ち
ら
の
ケ
ー
ス
に
な
る
か
は
ケ
ー

ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る

が
、
享
保
二
〇
年
の
取
米
・
口
米
の
米
納
と
銀
納
の
比
率
に
つ
い
て
、
一
番
時
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表４　文化七年領分成箇帳での年貢の納め方

米納・銀納の比率不明 銀納 その他（金納・現物納）
取米と口米
夫米
定夫米
山手米
見取米
馬借米
地子米
甲楽城浦　新出来米
漆役
鮎川役并川役米
舟役米
大網役米
茶代米
三国上新町 徳米
山札米
嶋寺村𢩹新田物成
御貯落并御除土蔵入

雪垣代
山手銀
室役
紺屋役
川役
御肴役
紙舟役
炭役
三杷木役
豆腐役
漆役
茶代
巳増銀済

箕役
油実役
砥山役
（同）運上
塩役
網役
海役
新田見取
舟役
鋳物師役
入木代
地子
柴役

嶋役
鳥羽萱野役
野銭
鳥羽荒町　草場野銭
吹役
轆轤運上
川除銀
道銀
鷹餌代
猟場運上
雉子運上
御貯落

山手綿
� …綿 1貫 299 匁
紙役
� …奉書紙 110 束 4 帖
� …白鳥子紙 120 枚
蝋燭役
� …蝋燭 240 挺　15 匁懸
塩浜地子
� …塩 92 石１斗９升
砥山役運上
� …金　10 両
糠
� …糠 41329 俵 2 歩
藁
� …藁 123977 束 10 把
御貯落
� …金 126 両

合計
78761 石 2 斗 4升 4合 8勺 7才

合計
431 貫 563 匁 1 分 8 厘

表５　天保十二年領分成箇帳での年貢の納め方

米納・銀納の比率不明 銀納 その他（金納・現物納）
取米と口米
夫米
定夫米
山手米
地子米
見取米
馬借米
甲楽城浦　新出来米
漆役米
鮎川役并川役米
船役米
大網役米
茶代米
三国上新町𢩹徳米
山札米
嶋寺村　新田物成
御貯落并御除土蔵入

雪垣代
山手銀
室役
紺屋役
川役
御肴役
紙舟役
炭役
三杷木役
豆腐役
漆役
茶代
巳増銀済
箕役
油実役
油役

酒造冥加
砥山役
（同）運上
塩役
網役
海役
新田見取
舟役
舟役貨船役
そりこ船頭役
塩浜役
鋳物師役
入木代
林銀
御林下刈代

葭野役
地子
柴役
嶋役
萱野役
野銭
鳥羽野荒町　野銭
轆轤運上
川除銀
道銀
鷹餌代
猟場運上銀
雉子運上銀
御貯落

山手綿
� …綿 1貫 299 匁
紙役
� …奉書紙 110 束 4 帖
� …白鳥子紙 120 枚
蝋燭役
� …蝋燭 240 挺　15 匁懸
塩浜地子
� …塩 92 石 1 斗 9 升
砥山運上
� …金 10 両
糠
� …糠 48729 俵 2 歩
藁
� …藁 147007 束 10 把

合計
84030 石 1 斗 9 升 7 才

合計
494 貫 816 匁 3 厘

表６　各成箇帳における給人知行での年貢の納め方

納め方 年貢の種類 宝永元年 享保 9年 文化 7年 天保 12 年

米納

取米 21954.527 石 19101.049 石 20104.576 石 18929.543 石
口米 658.636 石 573.031 石 603.137 石 567.886 石
夫米 3388.145 石 3074.946 石 3348.446 石 3314.946 石
三口米　合計（※） 26001.308 石 22749.026 石 24056.159 石 22812.375 石
府中領地子米・見取米・山手米・大工役 234.889 石

　米合計 26236.197 石 22983.915 石 24291.048 石 23047.264 石

銀納
府中領雪垣代・鷹餌代・川除銀・道作銀・
其外小物成銀共 15.00871 貫

雪垣代 2.4145 貫 2.141 貫 2.4145 貫 2.381 貫
　銀合計 17.42321 貫 17.14971 貫 17.42321 貫 17.38971 貫

その他
（金納・
現物納）

府中領豆腐役 金 7.2 両
府中領油役 油 0.841 石
糠 10905 俵 9890 俵 10984 俵 10850 俵
藁 36060 束 33015 束 36297 束 35895 束

※納升での表記の後に俵に換算した表記あり
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期
の
近
い
享
保
六
年
の
成
箇
帳
で
の
米
納
・
銀
納
の
比
率
と
は
か
け
離
れ
て
お

り
各
村
で
の
状
況
が
異
な
る
こ
と
が
伺
え
る
。
一
方
、
夫
米
、
山
手
米
や
山
手

銀
、
雪
垣
代
と
い
っ
た
小
物
成
・
高
掛
物
に
つ
い
て
は
銀
納
で
あ
り
、
成
箇
帳

と
の
齟
齬
は
な
い
。

　

糠
・
藁
に
つ
い
て
は
、
銀
納
が
基
本
だ
が
、
藁
は
一
部
が
現
物
納
と
な
っ
て

い
る
。
成
箇
帳
で
は
享
保
六
年
に
お
い
て
は
銀
納
、
文
化
七
年
に
お
い
て
は
現

物
納
の
表
記
と
な
っ
て
い
た
が
、
大
部
分
は
銀
納
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　

四　

ま
と
め
と
展
望

　

以
上
、
粗
々
で
は
あ
る
が
成
箇
帳
と
村
方
の
資
料
を
概
観
し
た
が
、
ま
と
め

と
し
て
今
回
読
み
取
れ
た
こ
と
を
整
理
し
た
い
。

　

①
取
米
・
口
米
は
、
米
納
と
銀
納
の
両
方
が
と
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
比
率

に
つ
い
て
は
、延
宝
四
年
と
宝
永
元
年
で
逆
転
し
て
い
る
。
宝
永
元
年
以
降
は
、

表７　押田村における年貢の納め方（享保 20年）

年貢の種類と数量 実際に納めた物と数量 備考（但書） 比率

取米
口米 120.945 石

3.629 石
米

0.975 石 （下々綿 260 匁分）

約 90.5％

0.0832 石 （下麻 260 匁分）

0.3508 石 （大豆 0.456 石分）

0.0912 石 （稗 0.456 石分）

106.2018 石 （年内米納）

0.456 石 （籾代）

4.56 石 （奉公人米）

銀 0.455 貫 （売付　米 11.856 石分） 約 9.5％

夫米 14.749 石
銀 0.12938 貫 （夏夫銀代　米 3.189 分）

銀 0.44365 貫 （秋夫銀代　米 11.56 分）

山手米 0.305 石 銀 0.01172 貫 （米 0.305 石分）

山手銀 0.1 貫 銀 0.1 貫

雪垣代 0.01294 貫 銀 0.01294 貫

糠 52 俵 銀 0.0156 貫 （糠 52 俵分）

藁 155 俵
現物 13 束 （高次直右衛門渡し、御馬屋納） 約 8％

銀 0.01218 貫 （藁 142 束分） 約 92％

表８　押田村における年貢の納め方（文化 14年）

年貢の種類と数量 実際に納めた物と数量 備考（但書） 比率

取米
口米 117.9957 石

3.5397 石

米 0.4524 石 （下々綿 120 匁分）

米 0.0805 石 （下麻 230 匁分）

米 0.09 石 （下麻 50 匁分）

米 4.788 石 （下行米）

米 108.7664 石 （年内米納）

米 0.228 石 （籾代）

米 6.84 石 （御延米）

米 0.3707 石 （大豆 0.456 石分）

夫米 12.938 石
銀 0.12938 貫 （夏夫銀代　米 1.5682 石分）

銀 0.8101 貫 （秋夫銀代　米 11.3698 分）

山手米 0.268 石 銀 0.0193 貫 （米 0.0.268 石分）

山手銀 0.1 貫 銀 0.1 貫

雪垣代 0.01294 貫 銀 0.01294 貫

糠 52 俵 銀 0.0156 貫 （糠 52 俵分）

藁 155 俵
現物 20 束 （炭蔵方渡） 約 13％

銀 0.01215 貫 （藁 135 束分） 約 87％
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中
村　

福
井
藩
成
箇
帳
に
み
る
米
納
・
銀
納
・
そ
の
他
に
つ
い
て

取
米
・
口
米
に
米
納
の
重
心
が
移
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
後
も
、
そ
の
傾

向
は
変
わ
ら
な
い
と
推
測
さ
れ
る
が
、
文
化
七
年
お
よ
び
天
保
一
二
年
に
つ
い

て
は
、
米
納
・
銀
納
の
明
確
な
比
率
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

②
夫
米
お
よ
び
小
物
成
に
つ
い
て
は
、
延
宝
四
年
に
お
い
て
は
米
納
だ
っ
た

が
、
宝
永
元
年
以
降
は
銀
納
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
銀
納
の
中
心
は
こ
ち
ら
に

移
っ
て
い
る
。

　

③
宝
永
四
年
以
降
、
現
物
の
表
記
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
現
物

で
納
め
た
か
ど
う
か
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。糠
や
藁
に
つ
い
て
は
、

押
田
村
の
例
に
も
あ
る
と
お
り
、
ほ
と
ん
ど
は
銀
納
で
あ
る
が
、
一
部
は
現
物

納
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
状
と
し
て
は
、年
貢
の
納
め
方
に
つ
い
て
明
確
な
基
準
を
見
い
だ
す
に
は
、

ま
だ
ほ
ど
遠
い
。
今
後
も
村
方
の
資
料
を
丹
念
に
収
集
し
、
成
箇
帳
と
照
合
し

な
が
ら
福
井
藩
に
お
け
る
年
貢
の
納
め
方
を
把
握
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
③
に
あ
る
よ
う
に
成
箇
帳
の
記
述
と
実
際
の
年
貢
の
納
め
方
で
違
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、成
箇
帳
を
資
料
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
、

と
い
う
こ
と
も
念
頭
に
置
き
た
い
。
年
貢
徴
収
の
途
中
経
過
の
資
料
と
み
な
す

べ
き
か
、
あ
る
い
は
最
終
的
な
年
貢
徴
収
の
成
果
と
し
て
の
資
料
と
み
な
す
べ

き
か
。
前
者
で
あ
れ
ば
、
二
年
程
度
経
過
し
た
後
の
奉
行
の
署
名
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
る
か
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
現
物
で
表
記
さ
れ
て
い
る
年
貢
（
白
鳥
子

紙
・
月
成
奉
書
紙
な
ど
）
は
、
銀
納
分
は
本
当
に
無
か
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た

疑
問
が
生
じ
る
。
今
後
も
成
箇
帳
を
は
じ
め
と
す
る
年
貢
関
連
資
料
を
地
道
に

読
み
す
す
め
、
概
要
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

註（
１
）『
日
本
史
探
究
』（
実
教
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
一
七
五
頁
。
同
頁
の
脚
注
で
、
夫
役
に

つ
い
て
は
「
夫
役
は
米
や
貨
幣
の
形
で
お
さ
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
」
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。

（
2
）
安
沢
秀
一
は
、
旗
本
天
野
氏
の
年
貢
収
受
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
加
え
て
い
る
。
武

蔵
国
多
摩
郡
連
光
寺
村
で
は
年
貢
収
受
に
お
い
て
田
方
は
米
納
、
畑
方
は
金
納
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
田
方
畑
方
を
総
合
し
た
実
際
の
納
入
で
通
貨
形
態
を
と
る
部
分
は
83
％
に
達

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
安
沢
秀
一
「
年
貢
の
賦
課
・
収
納
と
近
世
村
落
」『
近

世
村
落
形
成
の
基
礎
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
、
四
五
五
～
五
四
一
頁
）。

（
3
）「
御
収
納
之
次
第
書
」（『
福
井
藩
史
事
典
』
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
七
年
、
一
八
九
頁
）。

（
4
）「
御
収
納
之
次
第
書
」
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。「
売
付
・
奉
公
人
米　

六
月
仕
切
と

唱
申
候
。
前
段
の
上
納
次
第
に
手
お
く
れ
に
相
成
、
米
納
六
ヶ
敷
相
成
候
へ
ば
当
月
限
銀

納
に
申
付
候
（
後
略
）」。
前
掲
『
福
井
藩
史
辞
典
』
一
八
九
頁
。

（
5
）「
延
宝
四
年
領
分
成
箇
帳
」、「
宝
永
元
年
領
分
物
成
帳
」、「
享
保
九
年
領
分
取
箇
帳
」、「
文

化
七
年
領
分
成
箇
帳
」、「
天
保
十
二
年
領
分
成
箇
帳
」（『
福
井
市
史 

資
料
編
５
』
福
井
市
、

一
九
九
〇
年
、
三
三
八
～
三
六
五
頁
）。

（
6
）
前
掲
『
福
井
市
史 

資
料
編
５
』
九
一
五
～
九
一
六
頁
。

（
7
）
前
掲
『
福
井
藩
史
事
典
』
二
〇
三
頁
。

（
8
）
宝
永
元
年
以
降
の
成
箇
帳
に
つ
い
て
は
、
藩
領
の
内
訳
、
蔵
入
地
、
給
人
知
行
、
総
合

計
の
順
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
延
宝
四
年
の
成
箇
帳
で
は
、
白
樫
三
郎
兵
衛
、
蠏
江
刑
部
右
衛
門
、
津
田
新
兵
衛
の

三
名
で
あ
る
。
宝
永
元
年
の
成
箇
帳
で
は
、
貞
享
の
半
知
の
と
き
の
勘
定
方
の
奉
行
で
あ

る
田
中
条
左
衛
門
の
名
前
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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（
10
）
宝
永
元
年
と
享
保
九
年
で
は
「
福
井
町
小
物
成
金
銀
」
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
判
金
三

枚
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
城
下
の
豆
腐
屋
に
対
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
別
項
目
で

村
方
を
対
象
と
し
た
「
豆
腐
役
銀
」
の
負
担
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
銀
納
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
。

（
11
）
御
蔵
の
中
で
も
最
大
の
規
模
で
あ
っ
た
明
里
御
蔵
は
、『
足
羽
郡
誌
』
に
よ
る
と
約

六
万
俵
（
一
俵
＝
四
斗
五
升
六
合
と
す
る
と
、
約
二
万
七
三
〇
〇
石
）
の
収
載
力
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
延
宝
四
年
や
宝
永
元
年
の
米
納
分
と
は
二
万
石
ほ
ど
開
き
が
あ
る
が
、
当

然
、
他
の
御
蔵
も
使
用
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
年
貢
米
に
し
て
も
村
方
か
ら
の
延
滞
も
あ
り
、

一
度
に
全
て
徴
収
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
切
米
取
や
扶
持
米
取
へ
の
俸
給
の
支
給
を
は

さ
み
な
が
ら
、
複
数
回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
藩
蔵
に
上
納
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
12
）
夫
米
や
小
物
成
が
具
体
的
に
い
つ
か
ら
銀
納
と
な
っ
た
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
丹

生
郡
の
道
口
浦
・
厨
浦
・
茂
原
浦
・
高
佐
浦
は
、
貞
享
の
半
知
を
き
っ
か
け
に
福
井
藩
領

か
ら
幕
領
へ
と
領
地
替
え
に
な
っ
て
い
る
が
、
貞
享
四
年
に
幕
府
あ
て
に
福
井
藩
領
時
代

の
夫
米
や
小
物
成
の
由
来
と
数
量
を
記
述
し
た
資
料
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

夫
米
に
つ
い
て
は
、石
高
の
表
記
が
あ
り
、但
書
で
も
銀
納
の
指
示
は
特
に
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
で
糠
や
藁
に
つ
い
て
は
、「
遠
方
故
御
入
用
ニ
無
御
座
候
分
」
に
つ
い
て
は
、
銀
に
換

算
し
た
場
合
の
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、
貞
享
の
時
点
で
既
に
銀
納
へ
と
移
行
し
て
い
る

様
子
が
読
み
取
れ
る
（「
小
役
銀
米
改
ニ
付
年
数
品
々
書
上
」『
福
井
県
史 

資
料
編
５ 

中
・

近
世
三
』
福
井
県
、
一
九
八
五
年
、
五
五
八
～
五
六
一
頁
）。

（
13
）
延
宝
四
年
の
成
箇
帳
の
給
人
知
行
に
関
す
る
部
分
で
は
、
年
貢
の
種
類
に
つ
い
て
の
記

述
は
な
く
、
三
口
米
（
取
米
・
口
米
・
夫
米
）
の
合
計
と
、
そ
の
渡
し
方
に
つ
い
て
の
記

述
に
留
ま
っ
て
い
る
。

（
14
）『
福
井
県
史 

通
史
編
３ 

近
世
一
』（
福
井
県
、
一
九
九
四
年
）
三
四
二
頁
。

（
15
）
享
保
二
〇
年
…
「
享
保
廿
年
卯
年
御
物
成
納
方
本
通
」（
福
井
県
文
書
館
管
理
・
宇
野

名
左
衛
門
家
文
書E00117-00285-001

）、
文
化
一
四
年
…
「
文
化
十
四
年
丑
年
御
物
成

納
方
本
通
」（
福
井
県
文
書
館
管
理
・
宇
野
名
左
衛
門
家
文
書E00117-00285-010

）。




